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1.イベント概要



イベント概要
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◼ 名称 ：40010地域ビジネスキャンプ テーマ：“観光じゃない観光”をつくる

◼ 日時 ：2026年1月31日（土）9:00〜20:00

  2026年2月1日 （日）9:30〜16:30

◼ 主催 ：四万十町役場 人材育成推進センター・にぎわい創出課

◼ 運営 ：高知大学地域協働学部コミュニティデザイン研究室（須藤研究室）

◼ 内容・目的：四万十町内の様々なフィールドを巡りながら地域のリアルな課題に触れ、

課題解決に向けたアイデアづくりの方法を学ぶ、合宿型のワークショッププログラム。
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イベント概要
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2.スケジュール



スケジュール Day1
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Time Theme Contents

9:00-9:30 オープニング/オリエンテーション
• 2日間のプログラムの説明
• 自己紹介・気持ちの共有
• アイスブレイク（ペーパータワーチャレンジ）の実施

9:30-17:20 フィールドワーク・地域の仕事体験
• 3チームに分かれ、四万十町内の事業や暮らしの現場を巡るフィールド

ワーク・地域の仕事体験を実施

17:20-18:20 ふりかえりワーク • フィールドワーク・地域の仕事体験の気づきを振り返るワークショップ

18:30-20:00
交流夕食会
（地元事業者と語る夜）

• 地元事業者と参加者の交流を目的とした夕食会を実施



Time Theme Contents

9:30-11:00
観光・商品アイデア
創出ワークショップ

• 1日目のフィールドワーク・地域の仕事体験を踏まえて、
アイデアの検討

11:00-14:30
ブラッシュアップタイム
（調査・構想の具体化）・昼食

• 各チームでアイデアの具体化
• 町の散策と並行した昼食

14:30-15:30
アドバイスタイム
（ゲストからのコメント）

• ゲストからのコメントやアドバイスをもとにアイデアの深化
• 最終発表の準備

15:30-16:20 成果発表・講評会 • チームごとのアイデアの発表・ゲストからの講評

16:20-16:30 クロージング • イベント総括と記念撮影
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スケジュール Day2
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3.Day1
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3-1.オープニング/オリエンテーション



本イベントの冒頭では、2日間の予定を共有するオリエンテーションと、チームの関係性を深めるワークを行った。はじめ
に、人材育成推進センターの中井氏および吉村氏から開会挨拶が行われた。次に、チェックインとしてチームごとに自己紹介
を行った。その後、コーディネーターの須藤から、2日間の日程、本講座の目的、ならびにフィールドワークに取り組む際の
ポイントについてレクチャーがあった。レクチャー後、関係形成を目的としてペーパータワーチャレンジを実施し、30枚のコ
ピー用紙、はさみ、セロハンテープを用い、5分間の作戦会議の後、チーム全員でタワー作成に取り組み、最も高いタワーの
作成を目標として取り組んだ。実施後、須藤から、役割分担の必要性や、議論に偏らず手を動かしながら組み立てる重要性に
ついて説明が行われた。あわせて、ツアーアイデア作成においても、役割分担の上で行動しながら検証を重ねていくことが重
要であることが共有され、フィールドワークを行う際に検討すべき事項や、移動中の車内での情報共有の有用性についても理
解を深める時間となった。

10

オープニング/オリエンテーション

中井氏による挨拶 須藤による講座の説明 自己紹介を行う様子

作戦会議を行う参加者 須藤によるワークの解説取り組む参加者
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3-2.フィールドワーク・地域の仕事体験
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旅程：里山のしごとと暮らし

Time Theme Contents

9:50-11:40 宮﨑牧場
• 牧場オーナーの宮﨑夫妻から牧場や商品に関する説明
• 牧場全体の見学

12:20-13:20 昼食（道の駅大正）
• 道の駅大正で昼食休憩
• 道の駅大正の施設の見学と散策

13:35-15:20 林業体験
• 林業を営まれている林氏から林業や山の現状に関する説明
• チェーンソーを使った林業体験
• スウェーデントーチを使った焚き火体験

15:35-16:40
大正田野々
まちあるき

• 大正地域振興局長の北村氏の案内のもと、大正 田野々地区の散策
• 四万十ヤイロチョウの森ネイチャーセンターの見学



里山のしごとと暮らしチームでは、四万十町で営まれている仕事に焦点を当ててフィールドワークを行った。はじめに宮﨑
牧場に訪問し、牧場の運営や牛乳の加工先、消費先について把握するとともに、観光牧場化に向けた課題を整理した。次に、
道の駅四万十大正を訪れ、大正地区の食材を用いた昼食を取った。午後は、大正中津川にて林業体験を行い、大正地区の林業
の歴史と実態について学んだ後、スウェーデントーチの作成や焚火体験を行った。その後、大正の中心市街地である田野々地
区でまち歩きを行い、地酒や特産品の購入を通じて、町の特徴や文化を把握した。最後に、ネイチャーセンターを訪れ、四万
十川流域の生態系の特徴や林業との関連性について説明を受けた。全体を通して、四万十町では自然を活かした産業が成立し
ており、特に大正地区では林業と関連した産業の派生、まちづくり、食文化が形成されていることを参加者は学んだ。
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フィールドワーク・地域の仕事体験 里山のしごとと暮らしチーム

宮﨑牧場で牛舎を見学する参加者 道の駅で昼食を取る参加者 中津川で林業体験を行う参加者

スウェーデントーチを見る参加者
ネイチャーセンターで
説明を聞く様子田野々でまち歩きをする参加者
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旅程：まちの歴史と食文化

Time Theme Contents

9:40-12:10 五社のみち歩き
• 五社のみちを歩いてまちの歴史をたどる
• 岩本寺の窪住職によるガイド・解説

12:20-13:20 昼食（ゆういんぐ四万十）
• ゆういんぐ四万十での昼食休憩
• 施設周囲を散策

13:30-15:00 岡田米穀店
• 精米工程の見学・お餅作り体験を実施
• 岡田夫妻から地域に根付く食文化を学ぶ

15:00-15:30 商店街巡り • 本町通商店街を歩いてまちを知る

15:30-17:00 文本酒造
• 酒蔵の見学とラベル作り体験を実施
• 十代氏から酒造の背景にある歴史や食文化を学ぶ
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フィールドワーク・地域の仕事体験 まちの歴史と食文化チーム

岩本寺住職の説明を受け、
五社をめぐる参加者

お遍路さんの道しるべ
今は使われていないお遍路道を

歩く参加者

商店街巡り
岡田米穀店でお餅作りを

体験する参加者
文本酒造で手作りラベル作成

まちの歴史と食文化チームは、はじめに岩本寺住職の案内のもと、高岡神社から岩本寺まで遍路道を歩いた。道中では、遍
路道が地域の暮らしや自然とどのように結びついてきたのかについて解説を受けながら歩き、歴史の積み重なりを実感した。
その後、岡田米穀店にて精米の工程を見学し、地域の食を支える営みを把握した。あわせて芋餅づくり体験を行い、手を動か
しながら食文化に触れた。続いて商店街を巡り、まちの日常や商いの工夫を把握した。最後に文本酒造を訪れ、旧酒蔵の見学
を通して酒造りの歴史や文化について説明を受けた。見学後は手作りラベルづくり体験を行い、商品を「つくる」だけでなく
「伝える」視点の重要性も学んだ。フィールドワーク全体を通して、参加者が事業者に積極的に質問する姿や、参加者同士で
意見を交わしながら学びを深める様子が印象的であった。
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旅程：自然とものづくり

Time Theme Contents

9:30-12:00 松葉川地域を自然巡り
• 人材育成推進センター中井氏の案内のもと松葉川地域の自然を巡る
• 松葉川温泉や林間キャンプ場、松葉川の吊橋、一斗俵沈下などを訪問

12:30-13:30 昼食休憩（あぐり窪川）
• あぐり窪川での昼食休憩
• 施設周囲を散策

13:30-15:10 あぐり窪川 豚まん工場
• 中内氏案内のもとあぐり窪川の豚まん工場を見学
• 四万十ポークなど地元の味を支える食品製造の現場を見学

15:30-16:50 土佐打刃物 黒鳥
• 梶原氏から高知で古くから続く土佐打刃物について学ぶ
• 職人の包丁づくりや包丁研ぎの現場を見学
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フィールドワーク・地域の仕事体験 自然とものづくりチーム

自然とものづくりチームは、はじめに車で移動しながら松葉川地域を散策した。具体的には三堰キャンプ場、新法師ノ越水
路トンネル、地球裏番地、林間キャンプ場、松葉川温泉、一斗俵沈下橋を訪れた。地球裏番地では周辺の水路を管理している
方の案内のもと、普段は立ち入ることのできない水路の状況を見学し、あわせてけもの道を散策した。林間キャンプ場では松
葉川の吊橋を渡り、ハイキングコースを歩きながら松葉川温泉へ向かった。松葉川地域の散策後、道の駅あぐり窪川を訪れ、
昼食を取った。昼食後は、あぐり窪川に併設されている豚まん工場（地場産業振興センター）を訪れた。同施設では四万十
ポークを100%使用した豚まんを生産しており、工場見学を通じて地域資源を活用した商品の取組を把握した。その後、土佐
打刃物 黒鳥を訪れ、土佐における刃物の歴史や文化について解説を受けるとともに、刃物制作の様子を見学した。フィールド
ワーク全体を通して、参加者が事業者に積極的に質問する姿や、参加者同士で意見を交わす様子が印象的であった。

地球裏番地周辺の
水路道を散策する参加者

林間キャンプ場周辺の
ハイキングコースを歩く参加者

豚まん工場で説明を聞く参加者

豚まん工場の見学を行う参加者 土佐の刃物を制作する職人
土佐の刃物に関する説明を

受ける参加者
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3-3.ふりかえりワーク



フィールドワーク・地域の仕事体験終了後、チームごとに分かれて振り返りワークを行った。はじめに、フィールドワーク
を踏まえて気になった点や印象に残ったこと、課題感などを付箋に書き出し、共有した。付箋への記述が難しい参加者につい
ては、学生スタッフが代筆することで、全員が内容を共有できるよう配慮した。その後、高知県内で実施されている体験観光
ツアーおよび参考となるツアーについて、デスクリサーチを行う時間を設けた。参加者は、既知の体験ツアーやWebサイト上
で参考になりそうなツアーを調べ、結果を共有した。また、リサーチ結果に加え、観光ツアーを検討する上で重要な視点や、
リサーチを通じて着想したアイデアをチーム内で共有する様子も見られた。大学生スタッフは共有内容をGoogleスライドに整
理し、翌日のアイデア出しに備えた。

19

インプットの様子 ワーク全体の様子
フィールドワークの感想や気づきを

共有する様子

観光ツアーのデスクリサーチの様子 参加者同士の議論の様子自分の意見を主張する参加者

ふりかえりワーク
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3-4.交流夕食会（地元事業者と語る夜）



ふりかえりワーク終了後、フィールドワーク・地域の仕事体験で訪れた地元事業者と参加者による交流夕食会を岩本寺の食
堂で行った。文本酒造、宮﨑牧場、土佐打刃物黒鳥の3事業者が参加し、日本酒の提供、牛乳の試飲、包丁研ぎのパフォーマ
ンスおよび販売を実施した。あわせて、各事業者の活動紹介や参加者同士の感想共有を行った。会場では、チームメンバーと
ともに観光プランの構想を膨らませる様子や、振り返りワークを踏まえた今後の方向性について意見を交わす様子が見られた。
また、交流会には10代の高校生から70代の参加者までが参加し、世代間の交流や、普段接点のない参加者同士の交流が盛んに
行われた。夕食交流会後は、ナイトエコノミーツアーとして窪川地域のスナック巡りを実施した。参加者にとっては、お気に
入りのスナックを見つけたり、夜の窪川地域の町並みを散策したりする機会となった。

21

交流夕食会（地元事業者と語る夜）

参加者が乾杯する様子 参加者同士で交流する様子 参加者同士で交流する様子

包丁研ぎパフォーマンスの様子 ナイトエコノミーツアー集合写真
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4.Day2
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4-1.観光・商品アイデアの創出ワークショップ



2日目は、コーディネーターの須藤から、観光ツアーアイデアを検討する際に必要となる知識についてレクチャーがあった。
レクチャーでは、ツアーコンセプトの設定、機能的価値と情緒的価値の区別、ターゲット設定、ストーリーの構築、地域資源
の捉え方、地域内経済循環、リピーターの重要性など、地域観光を企画する上で不可欠な視点が体系的に解説された。続いて、
成果報告で記載すべき内容と、最低限検証すべき事項が参加者に共有された。その後、須藤のインプットを踏まえ、「四万十
町でやってみたぶっ飛んだ体験」をテーマにアイデア出しワークを実施した。ワークでは参加者同士がペアとなり、1人2分程
度でアイデアを共有した。他者のアイデアを参考にしながら、取り入れたい点を踏まえて自分のアイデアが変化していく過程
を体感した。続いて、参加者は各チームに戻り、2枚のアイデアシートを用いてアイデアを具体化した。その後、チーム内で
アイデアを共有し、観光体験ツアーの方向性を議論した。

24

観光・商品アイデアの創出ワークショップ

レクチャーの様子 レクチャーを聞く参加者 ペアワークの様子

ペアワークの様子 観光体験ツアーの方向性を議論アイデアシートを作成する参加者
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4-2.ブラッシュアップタイム

（調査・構想の具体化）・昼食



アイデア創出ワークショップの後、チームごとに分かれて四万十町で取り組むことのできるツアーアイデアを検討し、方向
性を決定した。続いて、観光体験ツアーの想定客となるペルソナを、チーム内で議論しながら設定した。ペルソナ設定にあ
たっては、年齢、抱えている課題、本ツアーを通じて期待する変化等を記入するシートが配布され、各チームは配布資料に加
えて模造紙や付箋を用いながら意見を整理し、ツアー内容の具体化・深化に向けた作業を行った。なお、ブラッシュアップタ
イムの中で昼食を取り、食事をしながら継続的に意見交換を行い、アイデアを深めていく様子が見られた。昼食後は、各チー
ムがアドバイスタイムに向けて、ゲスト講師から助言を得るための資料作成や、観光体験ツアー素案の整理を行った。

26

ブラッシュアップタイム（調査・構想の具体化）・昼食

チーム内で議論 ペルソナを議論する参加者 議論をまとめたホワイトボード

付箋を用いて議論する様子 昼食の様子チームでアイデアをまとめる様子
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チームごとに考えた観光体験ツアーアイデアに対し、ゲスト講師から助言を受ける時間を設けた。ゲスト講師として、O-
SHIKOKU合同会社および一般社団法人こうち観光ネットワーク代表の岡林雅士氏を招き、各チームに対して助言を受けた。
岡林氏からは、「なぜ高知、なぜ四万十なのかを考えるとよいのではないか」、「魅力的な人や自然は他地域にもある中で、
どのようなオリジナリティを出せるか」など、選ばれる観光体験ツアーとするための観点が示された。岡林氏の助言を踏まえ、
各チームは発表に向けた準備を行った。フィールドワークなどで得た気づきや魅力を再整理するとともに、ペルソナ、コンセ
プト、ツアー内容の整合性やつながり、ストーリー性の有無を改めて検討する様子が見られた。整理したツアーアイデアは旅
のしおりや発表スライド等にまとめ、発表に臨んだ。

28

アドバイスタイム（ゲストからのコメント）

岡林氏へアイデアを発表する参加者 参加者の発表を聞く岡林氏 アドバイスを行う岡林氏

アドバイスを受けて話し合う様子 発表内容を考える参加者発表資料を作る参加者
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成果発表の時間では、各チームで作成した観光体験ツアーを参加者およびゲストの前で発表した。里山のしごとと暮らし
チームは2チームに分かれ、合計4チームが観光体験ツアーを発表し、作成した旅のしおりや発表スライド等を用い、「アイデ
アを考えた背景」、「ターゲットとなる顧客」、「観光体験ツアーのコンセプト」、「ツアーの日程」などの説明を行った。
発表後、ゲスト講師の岡林氏およびコーディネーターの須藤から講評が行われ、よりよい観光体験ツアーとするために追加で
検討すべき点の指摘や方向性として残すべき良い点の整理、他地域の観光体験ツアー事例の紹介等が示された。質疑応答の後
は、各チームに対して講評を行い、成果発表会を終了した。最後に、人材育成推進センター所長の冨田氏から全体講評があり、
参加者全員で集合写真を撮影して、2日間のビジネスキャンプを終了した。

30

成果発表・講評会

発表を行う参加者 発表を行う参加者 アイデアに対する講評

アイデアに対する講評 集合写真全体講評
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5-1.里山のしごとぐらしチーム➀
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5-2.里山のしごとぐらしチーム➁
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5-3.まちの歴史と食文化チーム
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5-4.自然とものづくりチーム
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⚫ 四万十町役場

人材育成推進センター

担当：吉村・中井

〒786-0008 高知県高岡郡四万十町榊山町3番7号

E-mail：103060@town.shimanto.lg.jp

.      TEL：0880-22-3163 FAX：0880-22-3345

にぎわい創出課

担当：有田・宮本

〒786-8501 高知県高岡郡四万十町琴平町16-17

E-mail：syoko-koyo-40010@town.shimanto.lg.jp

TEL：0880-22-3281 FAX：0880-22-5040

⚫ 高知大学地域協働学部コミュニティデザイン研究室(須藤順研究室)

担当：准教授 須藤順

〒780-8520 高知県高知市曙町2-5-1総合研究棟1階

Web：https://www.communitydesign-kochi.jp/

E-mail：j.suto@kochi-u.ac.jp

TEL：088-888-8077 FAX：088-888-8043

※本講座に関する問い合わせは上記までお願いいたします。

※本資料の無断での配布、外部組織や個人への配布・閲覧、及び二次使用は、固く禁止させて頂きます。 44

お問い合わせ



イベントに関する記事や

情報を各種媒体を通じて発信しております。

公式note 公式Instagram

45

最新情報はぜひこちらのSNSからチェックしてください
フォロー&いいねをよろしくお願いします！

公式オープンチャット 公式Facebook
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